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オルガヌム論文』（1270 年頃）、ザンクト＝エメラムの無名者（1279）、第4 無名者（1280 年頃）が言及










































    
 
惜しむらくは、膨大な作業の成果が、必ずしも効果的に大きな文脈の中に位置づけられていない点であ
る。先行研究は幅広く参照されているが、従来のいかなる知見に対して向き合おうとするのか、新たにど
のような貢献をしようとするのかが、序論と結論の双方において明確とは言い難い。また、モーダル記譜
法や計量記譜法のような基礎的な概念も、基礎的であればこそ、より厳格に対象を明示すべきであろうし、
リガトゥーラと関わるプロプリエタス、ペルフェクツィオといった術語についても、当時の使用法が非常
に混乱していたというのが実情であるとはいえ、研究であるからには、さらに一歩踏み込んだ整理や分類
が試みられて良かったであろう。文献読解においては、意味の通らない解釈や恣意的とも受け取られかね
ない訳文の省略が指摘されたが、難解な資料に誠実に向き合ったことが明白であるがゆえに一層、目につ
く瑕疵があったことが悔やまれる。 
もとより本研究が非常に多くの一次資料に果敢に挑んだ労作であることに疑いはなく、博士の学位を授
与するのに充分な研究成果であることは審査会においても異論の余地がなかった。今後、論理構築により
一層の磨きをかけ、研究者として大きく飛躍することを期待したい。 
